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1．は　じ　め　に

大了嶺体は、大自然の中に生きる人間に、無償で熱・光・電気・磁気・環鳩

を与える。人間の生命力を与える人間の血液を考察することも必要である。人

間の血液は、ほとんとが鉄分である。酸素に触れて化学反応を行った鉄は亦く

さひるため、血液も赤くなる。鉄は導体であるため鉄に電磁波が／1じる口J能件

がある。その電磁波は反射あるいは吸収の作用が行われると人間の脳に　影響

される。血液は体液とはほ同意で、血液が管状の構造の中を流れるため血管と

いう。体液を体内で流通させる仕組みを血管系あるいは循環器系という。血管

系には開放血管系と閉鎖血管系がある。血液は体重のおよそ8％程度であり、

そのうち約45％が赤血球・白血球・血小板なとの有形成分で、残りが無形成分

の血柴である。血栗の約90％は水で、それに蛋白質、糖質、脂質、‘電解質と

hatenaneJP／keyword／％B7％EC％B1％D5－35k－（2007）に記載している。抗

原は、赤血球・血小板・白血球・血欒なとに存在し数百種規が知られており、

その組み合せによって決まる血液型は膨人な数（数兆通り以上という説もあり）

になる。世界を捜しても、自分と完令に同じ血液型をしている人はいないとす

ら言われる（JaWlklpedlaOrg／wlkl／血液巧り山35k－）。

沢（1981）は，陰陽五行説による健康診断について肝臓病、心臓病、脾臓病、

肺病と腎臓病の機能と役割および自己診断の解説を行った。下小商人（2001）は、

五臓六腑（東洋医学）とは五臓六府とも書き、東洋医学における内蔵（西洋医学）

の総称であると記載している。本論文では、血液と尿の検塵（20年間のチーク）
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を、次の5柁目と17碩Rについて分類した。検査は、登録衛生検査所の日本【矢

学臨床検査研究所である0すなわち、1）血液一搬検血こついて∩血球数、

赤血球数、Ir汀色素最、ヘマトクリットと血小板数の5項口。2）肝機能検査に

ついて総蛋白、AST、ALTとγ－GTPの4項目。3）代謝系の検動こついて総

コレステロ‾ル、HDLコレステロールと中性脂肪と尿酸の4項臼。4）腎機

能検査について尿素窒素、クレアチこノとカリウムの3項目。および5）糖尿

病の検査について血糖の1項目である。

星（2007）の「血液検査値の読み方lとメルクマニュアル医学自科（2007）

の「血液検査」を参照した。ここでは、血液と尿の検査の5栢Rと17項目につ

いて、検奄値と年齢との相関関係から経年変化の傾向が理解できるようになっ

た0人体に流れる血液について、沢ほか（2004・2006）の手技術と急所、沢ほ

か（2005）の足技術と急所およびSAWAはか（2006）の空手道の技は、上体・

五味・五番・正感・正労・五色・五声との関連も考察を行った。以卜のことを

以下報告する。

血液は、人体の動脈である熱的に、電気的および機械的に影響する特性を持っ

ている0ゆえに、血液に対する安全性ならびに信榔仁は、温度の影響ならびに

老化現象において、安全性を自することが大である。沢と三根（1985）は、電

子材料のビニール塩化コンパウ／卜から応カーひずみの関係を応用とした弾性

係数（k elastle mOdulus，Sprlng COnStant Or elastlClty）と粘性係数

（hvISCOuSltyぐOefflelent，VISCOuSltyOrVISeeOelastlClty）について、VlgOt

Modelを基礎にした。VlgOt Modelは、2つの並列素「である電気回路の類

似的なkとhの特性である。ここで、弾性係数は応ルひずみ間の比例係数であ

り、ハネ定数ともいう。一カ、粘性係数は経勾変化に依存する伸び速度の関数

である0同様なことは座占▲と沢（1987）は応カーひずみの関係を非線形特性から

研究を行っている。さらに、沢ほか（1995）は、国際公認ハレーポールである

革製品の破壊試験と品質保証を妃、ルひずみのl馴系から報菖している。それぞ

れの血液検査項目の観点に対して、経年変化の過程において安全件・保全性な

らびに信崩件管理から考察することを着眼した。そのため血液内（kとh）の

度合いを研究するためVlgOtModelによって解析を以T：のように報告する。
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2．血液の経年変化にVigotモデル

血液と年齢との相関関係を解析するため、沢と二根（1985）、座古と沢

（1987）および沢はか（1995）の文献を引用して次のようなモデルから考察し

た。血液の永久的な特性が破壊される点では、バネ定数のみが存在する。スラ

イタ抵抗定数が零であれば、ハネ定数、すなわち、接線の勾配（佗＝tan∂）

は、βy仙綿に共白し、血液と年齢の比として計算できる。それゆえに、ハ不

定数は血液の変化と年齢の変化の比になる。

花＝mm∂＝dβ／Ⅵ㌣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

ここで、月　血液値、y．血液検査時の年齢、βは関数の正接線と水平な線

の問の角度である。血液の測定結果において血液の混合物は意図された緩い双

曲線の方程式に過していると仮定する。すなわち、血液と年齢間の関係は、厳

斜こ比例ではなく、線形であると考えられる。付随的な線の推定表現のために、

次のことが形成できる。

Bこし十凡Y，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

ここで、凡は、直線のモテルでハネ定数に対応する。Lは、縦の軸にインター

セプトを示す値で与えられる。血液検査のテ一夕は、年齢とともにひずみの現

象が現れる。フソクの法則は、柔軟な血液の材料に適用されることができる。

すなわち、血液は、次の通りの年齢の現象が現れるため表現できる。

B＝KY，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

ここで、定数花は、秤目係数あるいはハネ定数と呼ばれる。年齢の現象が増

加するにつれて、血液の増加する割合が、血液の粘性のために増大あるいは減

少の傾向が指摘される。それで血液と年齢の関係は、次式のように与えられる。

B二九Y，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
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ここで、丘は粘性係数と呼ばれ、一般的にひずみ速度の時間関数である。

粘着性の材料はタノシュポットのモテルによって表現できる。もし血液の混合

物がひずみの大きい範凶でNewtonlanあるいは線形の枯着性材料であると考

えられるなら、粘性係数（ん）は不変である。そのために、血液一年齢の関係

は、次のように想定されることができる。

B＝（ん／Y）Y　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

室コ喜」
モデル1VlgOt Model

それは、血液が両方の柔軟性と枯性、すなわち、弾性と粘性の特性を持って

いるDこの場合、血液一年齢の関係は、並列素fEj］路のVlgOt Modelで図が

されるように解析することができる。すなわち、弾性係数（〝）のハネ定数と

粘性係数（ん）のダソンユポットのモテルによって表現することができる。電

気の回路頓似の観点と平行した回路インピーダンスの計算方法から、次の血液

対年齢の双曲線の関係が得られる。

B＝1／（1／几‾■＋（1／ゐYl））Y　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

B＝Y／（α十βY）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

あるいは、

ど／J＝α十β£　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）

ここで、αとβは、それぞれ（1／托）と　日／ん）と等しいところである。

式8ほ、次のように書き換えられる

（J／／慣）＝β＋α（J／幻， （9）
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血液の逆数は年齢の逆数に比例している。それで実験的なデータは、式（7）に

よって与えられた血液対年齢の関数として与えられた機能的な数式を決定し、

2つの平行した要素VlgOtモデルに基っいて、数値的に双曲線で表現される

ことができる。

3．血液一般検査値と情報処理

血液一一般検査には、白血球数、赤血球数、血色素崖、ヘマトクリソトと血小

板数の5項目と赤血球恒数、血液像、出血時間、プロトロンヒン時間と血沈が

ある。

3．1．白血球数（WBC）検査値の経年情報処理

白血球（Whlte Blood Cell’WBC）は幹細胞と呼ばれる前等区細胞から分化

し、好中城、リンパ球、単球、好酸球、好塩基球という5種規のいずれかであ

る。l上目山球数が少なすさる場合や多すぎる場合は、何らかの病気がある警告で

ある。

沢ほか（20083）によると、年齢49～68歳までの白血球数（千／〃L）検査

の最小値は34、平均値は40と最大値は62である。年齢と白血球数の関係から

回帰方程式（線形近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数（R2）が求

められた。

∩血球数（千／〟L）＝4084＋0001年齢（R2＝00001）・　　　・（10a）

ここで、決定係数は、線形近似（R㍉＝00001）と多項式近似（Rン＝03804）

であることが算出された。星（2007）の解説によると好中球（ヒタミンB】2欠

乏症と薬剤の副作用）とリンパ球（結核、悪性腫瘍とホシキン病　免疫異常）

が感じられる。そして、安藤（1997）の解説によると（白血球、細菌感染症、

腎不全、心筋梗塞、肝硬変、薬剤障害）と感じられる。53歳と57歳の時は例外

である。線形近似によると年齢とともにわずかに増大する傾向がある。
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本論では、年齢と年齢／白血球数の関係から式誹の回帰方程式（線形近似と

多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg．1a最上段）。繰形

近似によると年齢／白的l球数は、年齢の増大とともに増人の傾向である。

年齢／白血球数（〃L／千）＝0578＋02419年齢・（Rここ04035）（10b）

逆年齢と逆白血球数の関係から式9の回帰方程式（線形近似と多項式近似）

が求められ勾配と決定　係数（R2）が求められた（F■g．1b最上段）。線形近イ以

によると逆白血球数は、逆年齢の増大とともに増大の傾向である。

逆白山球数（〃L／f）＝02508十00481逆年齢　‥‥（R2＝00001）‥（10C）

弾性係数の逆数であるαは、式（10b）では0578と式（10。）では00481

で、その平均は0313である。粘性係数の逆数であるβは、式（10b）では

0242と式（10C）では0251で、その平均は0246である（Tablel）。式（10b）

と式（10C）の決定係数は、それぞれ（R■＝04035）と（R〉＝00001）である

（Table2）0したがって、弾性係数の逆数であるαほ粘性係数の逆であるβより

小さい値である0年齢と件齢／白血球数）の関係式（10b）の決定係数は、

逆年齢と逆白血球数の関係式（10C）より大きい値である。

3．2．赤血球数（RBC）検査値の経年情報処理

赤血球数（Red BloodCellCount RBC）の赤い色素は酸素を運搬するタ

ン／ヾク質のヘモクロヒン（Hb）であり、肺で酸素と結合して血液の流れに乗っ

て全身の組織に酸素を運ぶのである。赤血球数やへモクロヒンが少ない場合が

貧血です。赤血球の数が多すさると赤血球増加症、血液が濃くなりすきて固ま

りやすくなり、心臓発作や脳卒中のリスクが高くなる。

沢はか（20083）によると、年齢49～68歳までの赤血球数（万／〟L）検査

の馴＼値は427、平均値は472と最大値は565である。年齢と赤血球数の関係か

ら回帰方程式（線形近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められ

た。
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血液と尿検査に対する検査年齢のVlgOtモテルと線形特性の研究（沢、浅見、肥塚）

【

Flgla　年齢／血液一般検査値（＝血球数、Flglb　逆血液一般検査値（白血球数、赤

赤血球数、血色素造、ヘマトクリ′卜と血　血球数、血色素出、ヘマトクリソトと血中

小板数）対年齢の関係　Plot or age vs　仮数）対逆年齢の関係Ⅰ）lotorreverseage

age／blood publlC teSt Valuc（whlte VS reVerSe blood publlC teSt Value

blood cell，red blood cell，hemoglobln．（whlte blood cell，red blood cell．hemo－

hematocrlt and blood platelct）　　　　globln，hcmatocrlt and blood platclet）
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血液と尿検査に対する検査年齢のVlgOtモテルと線形特性の研究（沢、浅見、肥塚）

Tablel　血液検査値と検査年齢の関係から解析した弾性係数と粘性係数　Elast．。

modulus and vISCOuCe COefflelent COmPuLed］n the analysIS by VlgOt Modelfor

blood Lest value andlnSpeCtlOn age

椎 傀r�検査項目 僖驃����僖驃��貳ﾘ幽�ｨ*�.x蠅�劔必rl1液村道年齢から算出し 

出した逆弾性係数（αこ1／k） 劔�+ﾘｷHｯy�ｸﾅy�H��<�����謌�｢�

（年齢／ � 亶Hﾌﾙ�ｲ�
ロ 儁B���"�����霍ID��逆弾性 剏潔t）対 剔ﾎ逆年 

年齢の 関係◆ 剽薰ﾌ関 係‘ 佛x���B������僖驃����｢�凭�,ﾈｭb�係　　数 

（α、1） 凵iα2） �;��ﾃ��貂�｢�亊hﾅx�B���<���｢�佛x�B���<�(�｢�（β＝1／h） 

血 液 般 凵ｿ血球数 ���CSs������C��0．3ユ3 �0．242 �0．251 ���C#Cb�
赤血球数 ��035 117 227 13：う ��ﾃ��C�3r� ��3b�0 ���2�0．003 ��003 

3 ��凵|1．222 ��70 ��������������ﾃ��088 ���C����0 ��ヲ�

4 ��－0 凵|0．255 �241 凵j26 ���C�#r� ��#b�

5 佇ﾈ揵L)�B�－2 凵|2．442 �287 062 �02 54 ���C��r� ���R�

肝 機 能 代 謝 系 澱� ��ﾃ��C�3"���ﾃ��C��2� 劔0．155 �155 025 7 ��1 ��C�#��1．225 ��26 凵j27 13 ���C�#B�

8 9 �<�488eD��｢�4 ��C�sB�5．274 ��．674 劍�ﾃ��C�3R� ��#B�����

6．204 0．123 0．125 �4．728 ��466 ��ﾃ��02 ���C�#B�

10 11 ���0．135 ���C�#�����C��B����C��B�0．004 

0．166 ���C�CR����C��R����C��B�0 ���R�

12 ��〔 都#��0．67日 ���Cc迭����C��B����C��R�0 ���B�

13 僖�褪�－1 鼎3R�ー（）．985 ��ﾃ��C)�ﾂ����C�������C��"�0 ��ッ��コ�����

腎 機 能 ��B� ��ﾃ��C3sB���ﾃ��C�(�ﾃ�� �(6ﾓ���0．087 �0．083 1．030 問�15 �4���8ﾈ4�6�+�92�－11．103 －3．470 凵|5．184 ��143 409 ���32 

16 �4ｨ8ｨ4X8��凵|3Jう49 剴��������309 ���C3�b� �3�r�

17 佇ﾉ9ﾂ�口．073 冤J．（）77 �075 466 �10 32 40 ���C����0 �����

MAX 剴h�C#�B�店�C#sB� 劔1．nfiO �����）81 

AGV 劍�ﾃ��CS#����ﾃ��C�唐� �3cB��0．134 凵D137 

MIN 劍�ﾃ���C��2���ﾃX�C��6ﾖﾂ� ��C2�－0 ��2�－0．035 ��ﾃ��．024 

STl） 剴(�C���f�����3cSR�套&ﾂ�0．156 �0．148 ���C�S"�
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Table2　爪l液検査値から解析した弾性係数と粘性係数および決定係数　The elastlC

modulus，VISCOuCe COefflClent，and decIS10n COefflClent analyzed from the blood

test value

種 目 俑����,��R���検査項目 亶I&Y�ｲ�ﾅy�B���;�����貂�｢���椋�｢�亶IE9�ｲ�ﾅy�B���<�����謌�｢�（h） 俾繹,ﾈﾈ��.闇y�B��埜��C��ﾅ#(�｢�式9の決 定係数 （Eq．9－R2） 

股 献 血 剩柱結�� ���C3�2��8�C"����C#Cb�4．1 ���CC�3R�0．0001 

2 ��HﾈﾈｸY�B�－0 ��3b�＿28 ���0．003 �3c8�Cb�0．9070 ���3157 

3 ��－1 ��s��－0 湯�0．089 ����C"�0．9202 ���3913 

4 �7x7ﾘ6x4�8ｨ6(6r�一口 �#C��－4 �"�0．026 �3x�3��0．8819 ���1607 

5 佇ﾈ揵L)�B�－2 �#ビ�－0 釘�0．105 祷�Cb�0．8092 ���4078 

肝 機 能 澱� ��ﾃ��062 ��ﾃ��9 ���C�SR�6．5 ���CゴC"�0．0881 7 ��5H�杯��｢�1 ��#b�0 湯�0．025 �3��Cr�0．1547 ���C�鼎��

8 ��ﾅH�盃�H�｢�4 田sB�0 �"�－0．024 ��ﾃC��CR�0．0126 ���C3S���

9 度�ﾄuE�� 鼎cb�0 �"�0．011 涛��C��0．0001 ���1319 

代 謝 系 ���� ��129 ��7 ���C��B�270．3 ���CS�#r�0 �#sSR�ll �� ��CR�6 湯�0．015 田��C��0．5022 ��0329 

12 �� 田迭� 釘�0．004 �#Ch�C��0．0227 ��2031 

13 僖�褪� �#��� 唐�0．186 店�CB�0．6138 ��0104 

腎 機 能 ��B� ��249 ��ﾃ��C�����C�コ�11．8 ���CC��r� ��CH�C2�15 �4�8ﾈ4�6�?�92�－8 ��C2�－0．1 �1．081 ���C��0．7306 ��0158 

16 �4ｨ8ｨ4X8�� 鼎���－0．3 �0．307 �8�C2�0．8207 ��1575 1501 

17 佇ﾉ9ﾂ� ��sR�13．4 �0．009 ���X�C��0．9018 

MAX 剴X�CCcb���8�CB����C����363．6 ���C�#�"�0．4078 

AVG 劍�ﾃ��C3cB���ﾃ��C�����C�3r�72．7 ���CSc�R�0．1664 

MIN 劍����C�C2���ﾃ#��C����ﾃ��C�#B�－41．5 ���C�����0．0000 

STD 剴��Cャ��嶋�C2����C�S"�113．4 ���C33sB�0．1366 
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赤血球数＝64896－2993年齢・…（R2＝0419）　　　　　・（11a）

ここで、決定係数は、線形近似（Rコ＝0419）と多項式近似（R2＝0574）

であることが算出された。星（2007）の解説によると、赤血球数は年齢ととも

に減少する傾向がある0　減少する傾向の勾配は、線形近似では毎年

（‾299昨齢）と多項式近似では毎年（00345瑚針－4350年齢）である。そ

して、安藤（1997）は、異常値としては、貧血、多l山症で、赤血球数が低値な

ら貧血と診断であると解説している。

本論では、年齢と年齢／赤血球数の関係から式8のl再帰方程式（線形近似と

多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg．18上から2段目）。

年齢／赤血球数は年齢の増大とともに、増大の傾向である。

年齢／赤血球数（〃L／万）＝－00347十00027年齢・・（R’＝0907）・（11b）

逆年齢と逆赤血球数の関係から式9の回帰方程式（線形近似と多項式近似）

が求められ勾配と決定係数が求められた（F■glb上から2段目）。逆赤血球数は、

逆年齢の増人とともに減少の傾向である。

逆赤血球数（〟L／力）＝00028－00367逆年齢・呵…・（Rゞ＝03157）（11C）

弾性係数の逆数であるαは、式（11b）では－00347と式（11C）では

‾0・0367で、その平均は－0036である。粘性係数の逆数であるβは、式（11

b）では00027と式（11C）では00028で、その平均は0003である（Tablel）。

式（11b）と式（1lc）の決定係数は、それそれ（Rつ＝0907）と（R2＝0316）

である（T8ble2）。したがって、弾性係数の逆数であるαほ粘惟係数の逆であ

るβより小さい値である。年齢と（年齢／赤血球数）の関係式（11b）の決定

係数は、逆年齢と逆赤血球数の関係式（1lc）より大きい値である。

3．3．血色素量（Hb）検査値の経年情報処理

血色素量（赤血球の赤い色素　へモクロヒン　Hemoglobln Hb）と呼ば

れるもので、肺で酸素と結合して血液の流れに乗って全身の組織に酸素をは

－11－



血液と尿検査に対する検査年齢のVlgOtモデルと線形特性の研究（沢、浅見、肥塚）

こぶ。赤血球数やへモクロヒンが少ない場合が貧血である。

沢はか（20083）によると、年齢49～68歳までの血色乗員（g／dL）検査の

最小値は131、平均値は14．6と最大値は172である。年齢と血色素員の関係か

ら回帰方程式（線形近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められ

た。

lm色素ij（g／dL）＝1917－0078年齢……（R2＝0353）・　　　・（12a）

ここで、決定係数は、線形近似（R2＝0353）と多項式近似（R2＝0651）

であることが算出された。ヘモクロヒン量は年齢とともに減少する傾向がある。

減少する傾向の勾配は、線形近似では毎年（一0078年齢）と多項式近似では

毎年（00123年齢J－1539年齢）である。そして、安藤（1997）は、異常値と

しては、召血、多血症で、赤血球数が低値なら貧血と診断あると解説している

が、そのような傾向は見られない。

本論では、年齢と年齢／血色素員の関係から式8の軋帰方程式（線形近似と

多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（FlglaLから3段R）。

年齢／血色素宝は年齢の増大とともに増大の傾向である。

年齢／血色素遥（dL／g）＝－11173＋0088年齢…‥（R2＝09202）‥（12b）

逆年齢と逆血色素正の関係から式9の回帰方程式（線形近似と多項式近似）

が求められ勾配と決定係数が求められた（Flglb上から3段目）。逆血色素員

は、逆年齢の増大とともに、減少の傾向である。

逆血色素量（dL／g）＝0．0898－12222逆年齢……（R2＝03913）　‥（12C）

弾性係数の逆数であるαは、式（12b）では－1117と式（12C）では

一1222で、その平均値は－1170である。粘性係数の逆数であるβは、式（12

b）では0088と式（12C）では0090で、その平均値は0089である（Tablel）。

式（11b）と式（11C）の決定係数は、それぞれ（RZ＝09202）と（Rコ

＝03913）である（Table2）。したがって、弾性係数の逆数であるαは粘性係

数の逆であるβより小さい値である。年齢と（年齢／血色素昼）の関係式（12

－12一
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b）の決定係数は、逆イ†齢と逆血色素昂の関係式（12C）より人きい伯である。

3．4．ヘマトクリット（Ht）検査値の経年情報処理

へマトクリソト（lIematocrlt－Ht）とは、へマトとは血液、クリットは分

離の缶味である。・万、血液小こ占める赤血球の客積やで、赤血球の数や大き

さに関係し、貧血の有無を調べる検杏である。

沢ほか（20083）によると、年齢49～68歳までのヘマトクリソト（％）倹凸

の最小値は408、平均値は450と最大値は531である。†l齢とへマトクリソト

の関係から回帰方程式（線形近似と多項⊥じ近似）が求められ勾配と決定係数が

求められた。

ヘマトクリント（％）＝5444－0162il聯・（RJ二0154）・　　（13a）

ここで、決定係数は、線形近似（R2＝0154）と多項ぺ近似（R2＝0266）

であることが算出された。ヘマトクリットは年齢とともに減少する傾向がある。

減少する傾向の勾配は、綿形近似では毎iI（－016釣齢）と多項式近似では

毎年（00268年齢’－3303年齢）である。そして、安藤（1997）は、異常値と

しては、貧血、多血症で、赤血球数が低値なら貧血と診断あると解説している

が、そのような傾向は見られない。

本論では、年齢と年齢／へマトクリントの関係から⊥じ8の回帰方程式（線形

近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg18上から4

段目）。年齢／ヘマトクリットは年齢の増大とともに増人の傾向である。

年齢／へマトクリソト（1／％）二一02267＋00262年齢・（R＝＝08819）・（13b）

逆年齢と逆へマトクリソトの関係から式9の回帰方程式（線形近似と多項式

近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flglb上から4段目）。逆へ

マトクリソトは、遁年齢の増大とともに減少の傾向である。

逆へマトクリソト（1／％）‾00267－02547逆年齢・（R’＝01607）・・（13。）
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弾性係数の逆数であるαは、式（13b）では－0．2267と式（13C）では

－02547で、その平均値は－0241である。粘性係数の逆数であるβは、式

（13b）では00262と式（13C）では00267で、その平均値は0026である

（Tablel）。式（13b）と式（13C）の決定係数は、それそれ（RJ＝08819）

と（Rウ＝01607）である（Table2）。したがって、弾性係数の逆数であるaは

粘性係数の逆であるβより小さい値である。年齢と（年齢／へマトクリ　ソト）

の関係式（13b）の決定係数は、逆年齢と逆へマトクリソトの関係式（13C）

より人きい値である。

3．5．血小板数（PLT）検査値の経年情報処理

血小板（Platelet Count PLT）は、赤血球や白血球より小さな細胞に似た

小J寺です。血小板の数が少なすさると（血小板減少症）、あさ（挫傷）ができ

やすくなり、異常な出血が起こりやすくなる。血小板が多すさると（血小板血

症）、血液が固まりやすくなり、脳卒中や心臓発作の原因になる。

沢ほか（20083）によると、年齢49～68歳までの血小板数（万／〟L）検査

の最小値は134、平均値は155と最大値は20．2である。年齢と血小板数の関係

から回帰方程式（線形近似と）が求められ勾配と決定係数が求められた。

血小板数（万／〟L）＝2593－0178年齢‥‥（Rご＝0349）・　　　・（14a）

ここで、決定係数（R2）は、線形近似（R2＝0349）と多項式近似（Rゞ

＝0643）であることが算出された。血小板数は年齢とともに減少する傾向が

ある。減少する傾向の勾配は、線形近似では毎年（－0178年齢）と多項式近

似では毎年（00317年齢∠－3883年齢）である。低値の場合であるが、異常値

の傾向は見られない。49歳から61歳まで次第に減少し、それから増大の傾向で

ある。

本論では、年齢と年齢／血小板数の関係から式8の回帰方程式（線形近似と

多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flgla最下段）。年齢／

血小板数は年齢の増大とともに増大の傾向である。
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年齢／血小板数（〃L／万）＝－21325＋0102年齢（Rワ＝08092）（14b）

逆年齢と逆l血小板数の関係から式9の回帰方程式（線形近似と多項式近似）

が求められ勾配と決定係数が求められた（Flglb最下段）。逆血小板数は、逆

年齢の増人とともに減少の傾向である。

逆血小板致（〃L／力）＝01073　24416逆年齢……（R一一04078）‥（14C）

弾性係数の逆数であるαは、式（14b）では－21325と式（14C）では

‾24416で、その平均値は－2287である。粘性係数の逆数であるβは⊥じ（14b）

では0102と式（14C）では0107で、その平均値は0105である（Tablel）。式

（14b）と式（14C）の決定係数は、それぞれ（RJ＝08092）と（Rご＝04078）

である（Table2）。したがって、弾性係数の逆数であるαは粘性係数の逆であ

るβより小さい値である。年齢と（年齢／血小板数）の関係⊥じ（14b）の決定

係数は、逆年齢と逆血小板数の関係式（14C）より大きい値である。

4．肝機能検査値と情報処理

肝機能検査には、血液生化学検査である総蛋白、AST、ALTとγ一GTPの4

項E］とLDH、LAP、コリンエステラーセ、とりルヒン、A／G比、アルフ

ミン、膠質反応、色素排泄試験とALP等である。

肝臓病の機能と役割について、肝臓機能（LIVerFunetlOn）は、腸から入っ

た異物や毒物を解毒する機能があり、代謝・排出・解毒と体液の恒常性の維持

なとに重要な役割を牲トている。月l臓は筋肉の硬化や軟化を防き、酸性化血液

を防止し、内臓を支える。肝臓の働きは、体内にあるコレステロールの約半分

は、肝臓で作られ、残りの半分は食物から吸収される。肝臓でできたコレステ

ロールの大部分は、脚fの合蠍こ使われる。肝臓は、エネルギーの貯蔵・解毒・

胆汁の分泌・タンパクとヒクミノの翻支・血液の貯戯の働きを果すのである。

ウイルス感染によるものもある。本論では、肝機能横森（総蛋l’1、AST、ALT

とγ－GTPの4項R）と年齢との相関を定員的に考察した。
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4．1．総蛋白（TP）検査値の経年情報処理

総蛋白（TotalProteln TP）とは、血液に含まれているアルフミンとクロ

7リンの和といい、血液中の蛋白の嵐で栄養状態や腎障害、椚障害の指標とな

る。検蝕ま、栄養状態を調へ、腎臓や肝臓の機能を検査するR的であるく）

沢はか（20083）によると、年齢49～68歳までの総蛋白（g／dL）検査の最

′卜値は67、平均値は74と最大値は79である。年齢と総蛋白の供日系から回帰力

程式（線形近似と多項⊥じ近似）が求められ勾配と決定係数が求められた。

総軋上1（g／dL）＝8318－0017年齢……（R二二0080）　　　　　・（15a）

ここで、決定係数は、線形近似（RZ＝0080）と多項式近似（R’＝0103）

であることが算出された。総蛋白は年齢とともに減少する傾向がある。減少す

る傾向の勾配は、線形近似では毎年（－0017年齢）と多項式近似では毎咋

（00017勺齢2－0216年齢）である。異常値として一定の傾ILjは見られないが、

その中央郡に「ばらつき」が多く見られる。これは決定係数からも理解できる。

本論では、年齢と年齢／総蛋白の関係から式8の回帰方程式（線形近似と多

項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg2a最上段）。年齢／総

蛋白は咋齢の増大とともに増大の傾向である。

年齢／総蛋L′」（dL／g）＝－10318十01541年齢・（R2＝08542）…申イ15b）

逆年齢と逆総蛋白の関係から式9の回侶方程式（線形近似と多項式近似）が

求められ勾配と決定係数（R2）が求められた（Flg．2b最上段）。逆総蛋臼は、

逆年齢の増大とともに減少の傾向である。

逆総蛋∩（dL／g）＝01551－1093逆年齢…（R2＝00881）・　（15C）

弾情係数の逆数であるαは、式（15b）では－1032と式（15C）では

－1093で、その平均値は一一1062である。粘性係数の逆数であるβは、式（15

b）では0154と式（15C）では0155で、その平均値は0155である（TabLel）。

式（15b）と式（15C）の決定係数は、それぞれ（R2＝08542）と（R2＝00881）
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である（Table2）。したがって、弾性係数の逆数であるαは粘性係数の逆であ

るβより大きい値である。年齢と（年齢／総蛋白）の関係式（15b）の決定係

数は、逆年齢と逆総蛋白の関係式（15C）より大きい値である。

4．2．AST（GOT）検査値の経年情報処理

AST（Aspartate AmlnOtranSferase）とは、アスパラギン酸アミノ基転移

酵素で、肝臓の機能の指標で、肝臓・心筋・骨格筋なとを検査する。日本では

ASTはGOT、ALTはGPTと呼ばれている。GOTは、肝臓に多く含まれる酵素

で、組織に障害があると、血液中の値が上昇する。これらが極端に高い値を示

すと種々の肝障害が疑われる。

沢はか（20083）によると、年齢49～68歳までのAST（GOT．TU／Ⅰ．）検杏

の最小値は17、平均値は23と最大値は29である。年齢とAST（GOT）の関係か

ら回帰方程式（線形近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められ

AST（GOT）（IU／L）＝1464＋0143年齢・（RE＝0057）　　　　‥（16a）

ここで、決定係数は、線形近似（R2＝0057）と多項式近似（RJ＝0065）

であることが算出された。AST（GOT）は年齢とともに増大する傾向がある。

増人する傾向の勾配は、線形近似では毎年（0．143年齢）と多項式近似では毎

年（0．0103年齢2－1057年齢）である。異常値として一定の傾向は見られない

が、その中央部に「ばらつき」が多く見られる。これは決定係数からも理解で

きる。

本論では、年齢と年齢／AST（GOT）の関係から式8の回帰方程式（線形近

似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg28上から2段

目）。年齢／AST（GOT）0は年齢の増人とともに増人の傾向である。

年齢／AST（GOT）（IJ／IU）＝10276100269年齢…（R？＝01547）・（16b）

逆年齢と逆AST（GOT）の関係から式9の回帰方程式（線形近似と多項式近
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似）が求められ勾配と決定係数が求められた（F柑2b上から2段別。逆AST

（GOT）は、逆年齢の増人とともに増大の傾向である。

逆AST（GOT）（L／IU）＝00235＋12251逆年齢・‥・（RJ＝00941）・・（16C）

弾性係数の逆数であるαは、式（16b）では1028と式（16C）では1225で、

その平均値は1126である。粘性係数の逆数であるβは式（16b）では0027と

式（16C）では0024で、その平均値は0025である（Tablel）。式（16b）と

式（16C）の決定係数は、それぞれ（R？＝01547）と（RJ＝00941）である

（Tabk2）。したがって、弾性係数の逆数であるαは粘性係数の逆であるβより

大きい値である。年齢と（隼齢／AST（GOT））の関係式（16b）の決定係数は、

逆年齢と逆AST（GOT）の関係式（16C）より大きい値である。

4．3．ALT（GPT）検査値の経年情報処理

ALT（Alar・lne AmlnOtranSferase）とは、7ラ二ンアミノ基転移酵素で、

肝臓の機能の指標である。

沢はか（20083）によると、年齢49～68歳までのALT（GPT）（IU／L）検査の

最小値は11、平均値は19と最大値は28である。年齢とALT（GPT）の関係から

回帰方程式（線形近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた。

ALT（GPT）（IU／L）＝0842＋0305年齢　・（R2＝0138）　（17a）

ここで、決定係数は、線形近似（R2＝0138）と多項式近似（RJ＝0175）

であることが算出された。増人する傾向の勾配は、線形近似では毎年（0305

年齢）と多項式近似では毎年（－00309咋佳針ト3917年齢）である。異常値と

して一定の傾向は見られないが、その中央部に「ばらつき」が多く見られる。

これは決定係数からも理解できる。

本論では、年齢と年齢／ALT（Gl）T）の関係から式8の回帰方程式（線形近

似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg2a上から3段

目）。年齢／ALT（GPrll）は年齢の増人とともに減少の傾向である。
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年齢／ALT（GPT）（L／IU）＝40744－00134年齢・‥（R2＝00126）‥（17b）

逆年齢と逆ALT（GPT）の関係から式9の回帰方程式（線形近似と多項式近

似）が求められ勾配と決定係数（R2）が求められた（Flg．2b上から3段目）。

逆ALT（GPT）は、逆年齢の増大とともに増大の傾向である。

逆ALT（GPT）（L／IU）＝－00348＋52742逆年齢…（R2＝03501）・・・（17C）

弾性係数の逆数であるαは、式（17b）では4．074と式（17C）では5274で、

その平均値は4674である。粘性係数の逆数であるβは、式（17b）では－00

13と式（17C）では－0034で、その平均値は－0024である（Tablol）。式

（17b）と式（17C）の決定係数は、それぞれ（R2＝00126）と（RZ＝03501）

である（Table2）。したがって、弾性係数の逆数であるαの差は枯性係数の逆

であるβより大きい値である。年齢と（年齢／ALT（GPT））の関係式（17b）

の決定係数は、逆年齢と逆ALT（GPT）の関係式（17C）より小さい値である。

4．4．γ一GTP検査値の経年情報処理

7－GTP（7－Glutamyltranspeptldase）とは、7，－クルタミルトランスペプ

チターセで、アルコールの飲みすさでL昇し、タンパク分解酵素で、腎臓・膵

臓・小腸・肝臓や胆道系の病気を検査する。

沢ほか（20083）によると、年齢49～68歳までのγ－GTP（IU／L）検査の最

小値は7、平均値は10と最大値は16である。年齢とγ－GTPの関係から回帰〟程

式（線形近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた。

7－GTP（IU／L）＝－2492＋0214年齢・（RZ＝0257）・　　・・（18a）

ここで、決定係数は、線形近似（R≡＝0257）と多項式近似（R2＝0585）

であることが算出された。7－GTPは年齢とともに増大する傾向がある。増

大する傾向の勾配は、線形近似では毎年（0214年齢）と多項式近似では毎年

（00469年齢2－5278年齢）である。異常値に近い場合には、肝機能、貧血、

多血症が生じる可能性があるため庄意することである。
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本論では、年齢と年齢／γ－GTPの関係から式8の回帰方程式（線形近似と

多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（F■g2a最下段）。年齢／

7－GTPは年齢の増人とともに減少の傾向である。

年齢／7－GTP（L／IU）－6204こシ00017で†齢…（RJ＝00001）　イ18b）

逆年齢と逆7－GTPの関係から式9の剛壷力持式（線形近似と多項式近似）

が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg2b最下段）。逆γ－GTPは、逆

年齢の増大とともに増大の傾向である。

逆†－GTP（L／IU）＝00237＋47277逆年齢・・（Rり＝01319）　（18C）

弾性係数の逆数であるαは、式（18b）では6204と式（18C）では4728で、

その平均値は5466である。粘性係数の逆数であるβは、式（18b）では－0002

と式（18C）では0024で、その平均値は0011である（Tablel）。式（18b）

と式（18C）の決定係数は、それぞれ（RJ＝00001）と（R二＝01319）であ

る（Table2）。したがって、弾性係数の逆数であるαは帖性係数の逆であるβ

より人きい値である。年齢と（年齢／†－GTP）の関係式（18b）の決定係数

は、逆年齢と逆7－GTPの関係式（18C）より小さい値である。

5．代謝系の検査値と情報処理

代謝系の検査には、血液生化学検査の総コレステロール、HDI．］レステロールと・冊脂肪

と尿酸の4項Rとβ－リボタ／l′1、Ca、アミラーセ、CKとアルトラ【ゼお

よび血中ホルモン検査の甲捌腺検査がある。ここでは、lfll液′】化学検査の前者

の4項目のみを解析する。

5．1．総コレステロール（TC）検査値の経年情報処理

総コレステロール（Total CholesteroI T－Cho TC）とは、LDLコレ

ステロール（悪玉コレステロール）、HDLコレステロ【ル（善玉コレステロー
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ル）、VLDLコレステロールを含む血清脂質の総濃度である。高脂血症の進行

や動脈硬化の危険性については、LDLコレステロールとHDLコレステロール

の割合から判断される。

沢ほか（20083）によると、年齢49～68歳までの総コレステロール（mg／dL）

検査の最小値は139、平均値は170と最大値は200である。年齢と総コレステロー

ルの関係から回帰方程式（線形近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数

か求められた。

総コレステロール（mg／dL）＝10897＋1046年齢　イRZ＝0228）・　（19a）

ここで、決定係数は、線形近似（R2＝0228）と多項式近似（Rj＝0283）

であることが貸出された。総コレステロールは年齢とともに増大する傾向があ

る。増大する傾向の勾配は、線形近似では毎年（1．046年齢）と多項式近似で

は毎年（－01004年齢2＋12795年齢）である。異常値として一定の傾向は見

られないが、平均的な検査値である。

本論では、年齢と年齢／総コレステロールの関係から式8の回帰方程式（線

形近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg38最上段）。

年齢／総コレステロールは年齢の増大とともに増大の傾向である。

年齢／総コレステロール（dL／mg）＝0123＋00038年齢・・・（R’＝05027）（19b）

逆年齢と逆絵コレステロールの関係から式9の回帰方程式（線形近似と多項

式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg．3b最上段）。逆総コレ

ステロールは、逆年齢の増大とともに増大の傾向である。

逆総コレステロール（dL／mg）＝00036＋01354逆年齢・‥（R2＝02755）・（19C）

弾性係数の逆数であるαは、式（19b）では0123と式（19C）では01354

で、その平均値は0129である。粘性係数の逆数であるβは、式（19b）では

00038と式（19C）では00036で、その平均値は0004である（Tablel）。式

（19b）と式（19C）の決定係数は、それぞれ（RZ＝05027）と（R2＝02755）

である（Table2）。したがって、弾性係数の逆数であるαは枯性係数の逆であ
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るβより大きい値である。年齢と（年齢／総コレステロール）の関係式（19b）

の決定係数は、逆年齢と逆総コレステロールの関係式（19C）より大きい値で

ある。

5．2．HDLコレステロール（HI）L－C）検査値の経年情報処理

HDLコレステロール（HlghDensltyLlpOprOtelnCholesteroIIiDL－Cho

HDL－C）とは、HDL（高比重）コレステロールは、動脈硬化の原因となるコ

レステロールを末梢血管から肝臓に転送する働きがあり、善玉コレステロール

とも呼ばれる。動脈硬化、高脂血症なと、HDL小のコレステロール合召還を

酵素法で測定し、LDLの上昇とHDLの低下を検査する臼的である。

沢ほか（20083）によると、年齢49～68歳までのrIDI．コレステロール

（mg／dl」）検査の最小値は45、平均値は59と最大値は67である。年齢とHDL

コレステロールの関係から回帰方程式（線形近似と多項式近似）が求められ勾

配と決定係数が求められた。

HDLコレステロール（mg／dL）＝5305＋0106年齢…（R2＝0016）・（20a）

ここで、決定係数は、線形近似（RZ＝0016）と多項式近似（RJ＝0063）

であることが算出された。HDLコレステロールは年齢とともに増大する傾向

がある。増大する傾向の勾配は、線形近似では毎年（0214年齢）と多項式近

似では毎年（00469年齢2－5278年齢）である。巽常値として一定の傾向は見

られないが、、l′均的な検査値である。

本論では、年齢と年齢／HDLコレステロールの関係から式8の［ヮ1帰方程式

（線形近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg3a上

から2段目）。年齢／IIDLコレステロールは年齢の増人とともに増大の傾向で

ある。

年齢／HDLコレステロール（dL／mg）－01246＋00149勾三齢・（R。＝05022）・（20b）

逆年齢と逆HDLコレステロールの関係から式9の回帰方程式（線形近似と

多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg．3b上から2段目）。
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逆HDLコレステロールは、逆勾齢の増人とともに噌人の傾向である。

逆HDIJコレステロール（dIノmg）＝nO141＋0川58逆叶齢（RJ－00329）（20C）

弾性係数の逆数であるαは、式（20b）では0125と式（2nc）では（）166で、

その平均値は0145である。粘性係数の逆数であるβは、式（20b）では00149

と式（20C）では00141で、その平均伯は0015である（Tablel）。式（20b）

と式（20C）の決定係数は、それぞれ（Rコ＝05022）と（Rご＝00329）であ

る（Table2）。したがって、神性係数の逆数であるαの差は粘ヤl係数の逆であ

るβより大きい佃である。年齢と（年齢／HDLコレステロール）の関係式（20

b）の決定係数は、逆年齢と逆HnLコレステロールの関係ぺ（20C）より大

きい値である。

5．3．中性脂肪（TG）検査値の経年情報処理

LtJ性脂肪（トリクリセライト　TrlglyeerldeTG）とは、体両こある脂nJ］の

▲確であり、体内のエネルキーのうち，使われてなかったものは皮卜脂肪とし

て蓄えられ、その人部分は中性脂肪である。

沢ほか（20083）によると、年齢49～68歳までの中性脚力（mg／dL）検査

の最小値は49、平均値は64と巌人値は103である。勺齢と中性脂肪の関係から

回帰方程式（線形近似と多項⊥じ近似）が求められ勾配と決定係数が求められた。

中性脂肪（mg／dL）＝648＋0985年齢…・（Rご＝0226）　　　・（21a）

ここで、決定係数は、線形近似（RJ＝0226）と多岨式近似（Ⅳ二0339）

であることが男山された。［州．脂肪は年齢とともに増人する傾向がある。増大

する傾向の勾配は、線形近似では毎年（0985年齢）と多嶋式近似では毎年

（01355年齢2－14863年齢）である。異常値として　定の傾向は見られないが、

平均的な検査値に増人する傾向である。

本論では、年齢と年齢／中性脂肪の関係から式8の刷帰方程式（線形近似と

多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg38上から3段目）。

年齢／中件脂肌は年齢の増大とともに増大の傾向である。
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年齢／・1】性脂肪（dL／mg）＝0．7198＋00036年齢‥・（R2＝00227）　（21b）

逆年齢と逆中性脂月ガの関係から式9の回帰方程式（線形近似と多項式近似）

か求められ勾配と決定係数が求められた（Flg3b上から3段目）。逆lい性脂肪

は、逆年齢の増人とともに増大の傾向である。

逆中性脂肪（dL／mg）＝00045十06704逆年齢・…（R2＝02031）・（21C）

弾性係数の逆数であるαは、式（21b）では07198と式（2lc）では06704

で、その平均値は0695である。粘性係数の逆数であるβは、⊥（（21b）では

0004と式（21C）では0005で、その平均値は0004である（TabIel）。式（21b）

と式（21C）の決定係数は、それぞれ（R∵＝00227）と（R2＝02031）であ

る（Table2）。したがって、弾性係数の逆数であるαは枯性係数の逆であるβ

より人きい値である。年齢と（年齢／中性脂肪）の関係式（21b）の決定係数

は、逆年齢と逆小作脂肪の関係式（21C）より小さい値である。

5．4，尿酸（UA）検査値の経年情報処理

尿酸（UrllC Acld．Ur）とは、腎機能検査の項E］である。検査の目的は、痛

風や腎不全の診断と経過観察であり、抗癌剤による治療中は急性腎イく全の予防

策である。

沢はか（20083）によると、年齢49～68歳までの尿酸の検査値（mg／dL）

の最小値は49、平均値は6．1と最大値は76である。年齢と尿酸の関係から回帰

方程式（線形近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた。

尿酸（mg／dL）＝755－0024勺＝齢・（RZ＝0047）‥　　　　　　　（22a）

ここで、決定係数は、線形近似（RZ＝0047）と多項式近似（R2＝0067）

であることが算出された。尿酸は年齢とともに減少する傾向がある。減少する

傾向の勾配は、線形近似では毎年（－0024年齢）と多項式近似では毎年

（－00031年齢。ト03329年齢）である。異常値としての傾向は、52と53歳には

見られるが、それから漸次に減少する傾向である。高値．≧70mg／dLでは、
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痛風、腎不全、ア／卜【－こ／ス、媒酸排泄障害と悪性膵厩のいずれかの症状があ

るかも知れない。

本論では、年齢と年齢／尿酸の関係から式8の剛帰ん程式（線形近似と多項

式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（F■93a最下段）。年齢／尿酸

は年齢の増人とともに増大の傾向である。

†l齢／尿酸（dL／mg）＝¶14349＋01896年齢・…イR2－06138）（22b）

逆年齢と逆尿酸の関係から式9の回帰方程式（線形近似と多項式近似）が求

められ勾配と決定係数が求められた（Fl93b最下段）。逆尿酸は、逆子†齢の増

大とともに減少の傾向である。

逆尿酸（dI」／mg）＝01819－－09852逆年齢　（RJ＝00104）　　‥（22。）

弾性係数の逆数であるαは、式（22b）では－14349と式（22C）では

‾09852で、その半均値は－1210である。粘性係数の逆数であるβは、式

（22b）では01896と式（22C）では01819で、その、1明値は0186である

（Tablol）。式（22b）と式（22C）の決定係数は、それぞれ（Rl＝06138）

と（Rゞ＝00104）である（Table2）。したがって、伴性係数の逆数であるαは

粘性係数の逆であるβより大きい他である。咋齢と（咋齢／尿酸）の関係式

（22b）の決定係数は、逆年齢と逆尿酸の関係式（22C）より大きい値である。

6．腎機能検査値と情報処理

腎機能倹血こは、尿検丘として尿たん白、尿楯、尿潜血反応、尿沈漕、尿量、

尿比重がある。さらに、血液生化学検査として尿素窒素、クレアチこン、電解

質（N臥　K，Ca，Cl）等がある。ここでは、後者の血液十日ヒ苧検査の尿素窒

素、クレアチこン、電解質（K）のみを解析する。

腎臓病の健康診断に関する機能と役割とは、腎臓機能（Kldney FunctlOn）

は体内の水分を一定に調整し、一定な濃度の血液に保存する。また、体内の不

純物や有害物を尿として体外に排泄する役割がある。また、腎臓は尿酸や尿素
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を小便として下水する。これは体内に存在しては反作用を与える不純物になる

からである。本論では、腎機能検査（尿素窒素、クレアチエンとカリウムの3

項目）と年齢との相関を考察した。

6．1．尿素窒素（BUN）検査値の経年情報処理

尿素窒素（Blood Urea NltrOgen・BUN）とは、血申の尿素に含まれる賀

来分の腎機能検査の項目で、クレアチエン値とともに腎機能の指標となる。

沢はか（20083）によると、年齢49～68歳までの尿素窒素の検査値（mg／dL）

の最小値は13、ヤ均値は16と最大値は22である。年齢と尿素零素の関係から回

帰方程式（線形近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた。

尿素窒素（mg／dL）＝2648－0177年齢・・（R2＝0244）・　　（23a）

ここで、決定係数は、線形近似（R2＝0244）と多項式近似（Rご＝0306）

であることが算出された。尿素窒素は年齢とともに減少する傾向がある。減少

する傾向の勾配は、線形近似では毎年（－0177年齢）と多項式近イ以では毎年

（－00174年齢二十1862年齢）である。

本論では、年齢と年齢／尿素窒素の関係から式8の回帰方程式（線形近似と

多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg4a最上段）。年齢／

尿素睾素は年齢の増大とともに増大の傾向である。

年齢／尿素窒素（dL／mg）ニー1374＋00868年齢…（RZ＝04907）・（23b）

逆年齢と逆尿素等素の関係から式9の回帰方程式（線形近似と多項式近似）

が求められ勾配と決定係数が求められた（Flg4b最上段）。逆尿素窒素は、逆

年齢の増大とともに減少の傾向である。

逆尿素零素（dL／mg）＝0．083－1124逆年齢・（R2＝00購3）・‥（23C）
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素、ル7千二ン、カリウム）封年齢の関係　　尿素窒素、ル7千二ノ、カリウム）対年齢の関

Plot of age vs age／kldney土unctlOn　係　Plot of reverse age vs reveISe

test value（blood urea nltrOgen，Creatl－　kldney functlOn teSt Vaiue（blood urea

nlne and potnsslum）　　　　　　　　mtrogen，ereatlmnP and1－0taSSlum）

弾性係数の逆数であるαは、式（23b）では－1374と式（23C）では－1124

で、その平均値は－1249である。鞘性係数の逆数であるβは、式（23b）で

は00868と式（23C）では0083で、その平均値は0085である（Tablel）。式

（23b）と式（23C）の決定係数は、それぞれ（R′＝04907）と（RJ＝00443）

である（Table2）。したがって、弾性係数の逆数であるαは粘性係数の逆であ

るβより大きい値である。年齢と（年齢／尿素窒素）の関係式（23b）の決定

係数は、逆年齢と逆尿素室素の関係式（23C）より人きい値である。
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6．2．クレアチ二ン（Cr）検査値の経年情報処理

クレアチこン（Creatlnlne）とは、筋肉中のエネルギー源である物質が役目

を終えるとクレアチ二ンに変わって腎臓から排泄される腎機能検査であり、腎

障害があると血液中の値が高くなる。

沢はか（20083）によると、年齢49～68歳までのクレアチ二ンの検杏値（mg／dL）

検査の最小値は09、平均値は11と最大値は12である。年齢とクレアチニンの

関係から回帰方程式（線形近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求

められた。

クレアチ二ン（mg／dL）＝115－0001年齢（R2＝0010）　　　・（24a）

ここで、決定係数は、線形近似（R2＝0010）と多項式近似（RZ＝0513）で

あることが算出された。クレアチニンは年齢とともに62歳まで増大し、それか

ら減少する傾向がある。減少する傾向の勾配は、線形近似では毎年（－0001

年齢）と多項式近似では毎年（－00018年齢∠＋0211年齢）である。

本論では、齢と年齢／クレアチニンの関係から式8の回帰方程式（線形近似

と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた（F喝4a中段）。年齢／

クレアチ二ンは年齢の増大とともに増大の傾向である。

年齢／クレアチ二ン（dL／mg）＝－11103＋11319年齢・（R2＝07036）・（24b）

逆年齢と逆クレアチ二ンの関係から式9の回帰方程式（線形近似と多項式近

似）が求められ勾配と決定係数（R2）が求められた（Flg．4b中段）。逆クレア

チニンは、逆年齢の増大とともに減少の傾向である。

逆クレアチ二ン（dL／mg）＝10301－51836逆年齢…（R2＝00158）・（24C）

弾性係数の逆数であるαは、式（24b）では－11103と式（24C）では

－51836で、その平均値は－8143である。粘性係数の逆数であるβは、式

（24b）では11319と式（24C）では10301で、その平均値は1081である

（Tablel）。式（24b）と式（24C）の決定係数は、それぞれ（R2＝0．7036）
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と（Rゞ＝00158）である（Table2）。したがって、弾性係数の逆数であるαは

粘性係数の逆であるβより大きい値である。年齢と（年齢／尿素窒素）の関係

式（24b）の決定係数は、逆年齢と逆尿素窒素の関係式（24C）より大きい値

である。

6．3．カリウム（K）検査値の経年情報処理

カリウム（Potasslum・K）とは電解質（Eleetrolyte）の一一種で、ナトリ

ウムと同じミネラルの一種で、生命活動を維持する卜で重要な成分で、体内で

はほとんとが細胞内液に存在し、カリウムの摂取品を増やすことによって、血

庁の低下、脳卒中の予防、骨密度の増加につながることがわかる。カリウムは

筋肉や神経に関係のある働きをする。ナトリウムは体内の水分を調節する働き

をする。カルノウムは眉や歯の形成、神経刺激の伝達、血液の凝同なとに関係

した働きをする。

沢はか（20083）によると、年齢49～68歳までのカリウム（mEq／L）検査

の最小値は35、てl均値は40と最大値は44である。年齢とカリウムの関係から

回帰方程式（線形近似と多項⊥℃近似）が求められ勾配と決定係数が求められた。

カリウム（mEq／L）＝5717－0029年齢（Rご＝0560）　　　　（25a）

ここで、決定係数は、線形近似（RJこ0560）と多項式近似（Rユニ0597）

であることか算出された。カリウムは年齢とともに減少する傾向がある。減少

する傾向の勾配は、線形近似では毎年（10029年齢）と多項式近似では毎年

（－0002年齢2＋0141年齢）である。

本論では、年齢と年齢／カリウムの関係から式8の回帰方程式（線形近似と

多項式近似）が求められ勾配と決定係数（R’）が求められた（Flg4a下段）。

年齢／カリウムは年齢の増大とともに増大の傾向である。

年齢／カリウム（L／mEg）＝－34699＋03085年齢・（Rn＝08207）（25b）

逆年齢と逆カリウムの関係から式9の回帰方程式（線形近似と多項式近似）

、l
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が求められ勾配と決定係数（R2）が求められた（Flg4b下段）。逆カリウムは、

逆年齢の増大とともに減少の傾向である。

逆カリウム（L／mEg）＝03064－3349逆年齢…‥（R2＝01575）・　（25C）

弾惟係数の逆数であるαは、式（25b）では－3470と式（25C）では

－3349で、その平均値は－3409である。粘性係数の逆数であるβは、式

（25b）では0308と式（25C）では0306で、その平均値は0307である（TablOl）。

式（25b）と式（25C）の決定係数は、それぞれ（R2＝08207）と（R〇二01575）

である（Table2）。したがって、弾性係数の逆数であるαは粘性係数の逆であ

るβより小さい値である。年齢と（年齢／カリウム）の関係式（25b）の決定

係数は、逆年齢と逆カリウムの関係式（25C）より大きい値である。

7．糖尿病（BS）の検査値と情報処理

空腹略血糖（Blood Sugar、Glucose・BS）とは、血ll■クルコース濃度の低

血糖、高血糖を検査する目的である。血糖検査は、血液中の7トウ槻濃度を測

定する検血である。糖尿柄（BS）の検査には、血糖、尿糖、フドゥ糖負荷試

験とクリコヘモクロヒンで血糖のみを解析する。

沢はか（20083）によると、年齢49～68歳までの血糖値検査値（mg／dL）

の巌小値は88で平均値は93と最大値は99である。年齢と血糖値の関係から回帰

方柁式（線形近似と多項式近似）が求められ勾配と決定係数が求められた。

空腹時血糖（mg／dL）＝＝0205年齢＋812（R2＝0135）　　　　‥（26a）

ここで、決定係数は、線形近似（R∵＝0135）と多項式近似（R2＝0157）

であることが第出された。血糖値は年齢とともに増大する傾向がある。増大す

る傾向の勾配は、線形近似では毎年（0205年齢）と多項式近似では毎年

（－00158年齢＝十2035年齢）である。

木論では、齢と年齢／空腹時血糖の関係から回帰方程式（線形近似と多項式

近似）が求められ勾配と決定係数（R2）が求められた（Fl958）。年齢／空腹
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時l山師は叶齢の増人とともに増人の傾向である。

年齢／空腹時血糖（dL／∫nき；）－00727十00095†l齢・（RJ二09018）（26b）

逆年齢と逆ソ別如」川1L糖の関係から剛帰〟程⊥〔（裸形近似と多1比丘近似）が求

められ勾配と決定係数（R－）が求められた（Flg5b）。逆で胞時血糖は、逆年

齢の増大とともに増人の傾向である。

逆′′■珊紳馴l頗（dT」／mg）‾00094川0771逆年齢（11＝01523）（26C）

弾性係数の逆数であるαは、式（26b）では0073と式（26C）では0077で、

その平均値は0075である。粘性係数の逆数であるβは、式（26b）では00095

と式（26C）では00094で、その平均仲は0009である（Tablel）。式（26b）

と式（26C）の決定係数は、それぞれ（R一一09018）と（R二・・一n1523）であ

る（Table2）。したがって、弾性係敗の逆数であるαの差は粘性係数の逆であ

るβより人きい値である。年齢と　川棚／空腹時Irll糖）の関係式（26b）の決

定係数は、逆勺齢と逆空腹時血糖の関係式（26C）より人きい個である。

8，お　わ　り　に

本論文では、Ir【川女と陳の棟内訓年悶〝）テ一夕）を、走㍉川畑こ計数化した5稚

臼の17検査場Uについて分類した。17項目の検査値と咋齢との阻係を線形近似
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方程式によって定性的な説明喜子」▲った。

1）血液一般検査について‖血球数、赤血球数、血色素u、へマトクリ　ソトと

血小板放射年齢の和関分析によると、血液一般検査は、イ†据とともに「1血球

数は増人Lその他は減少の傾向がある。線形近似によると年齢／血液は、斗

齢の増大とともに増大の傾向である。決定係数は0403～0920の範岡である。

すなわち、式（10b）、式（11b）、式（12b）、式（13b）と式（14b）の

5つの方程⊥にである。繰形近似によると逆血液は、逆fI齢の増人とともに減

少の傾l占」である。決定係数は00001である。すなわち、⊥じ（10C）の力程⊥〔

である。線形近似に上ると逆血液は、逆年齢の増大とともに減少の傾向であ

る。決定係数は0161～0408の囁園である。すなわち、式（11C）、式（12C）、

⊥い13C）と式（14C）の4つのん柱式である。

2）肝機能検査について総蛋【′l、AST、ALTとγLGTP対年齢の相関分析によ

ると、肝機能検斑点、イ†齢とともに総蛋白は減少し、その他は増人の傾向が

ある。総蛋日とASllは線形近似によると年齢／血液は、勺齢の増大とともに

増人の傾向である。決定係数は0155と0854である。すなわち、式（15b）

と式（16b）の方程式である。）ALTと†－GTPは線形近似によると年齢／lnl

液は、年齢の増人とともに減少の傾向である。決定係数は00001と00126の

小さい値である。すなわち、式（17b）と式（18b）の方程式である。AS

T、ALT、7－GTPは線形近似によると逆血液は、逆年齢の増人とともに増

大の傾向である。決定係数は0132～0350の小さい値の矧囲である。すなわ

ち、式（16C）、式（17C）と式（18C）の3つの方程式である。総蛋白は

線形近仙こ上ると逆血液は、逆年齢の増大とともに減少の傾向である。決定

係数は00881の小さい値である。すなわち、式（15C）の方程式である。

3）代謝系検査について総コレステロール、HDLコレステロールと中性脂肌

と屁怯対年齢の相関分析によると、代謝系の検否は、尿酸以外は年齢ととも

に増人の傾l句がある。線形近似によるとイl齢／血液は、年齢の増人とともに

増人の傾向である。決定係数は0023～0614の矧岡である。すなわち、式

（19b）、式（20b）、式（21b）と式（22b）の4つの方程式である。総コ

ー3′1－－
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レステロ【ル、HDLコレステロール、中性脂肌は線彬近イ以によると逆血液

は、邁往齢の増人とともに増人の傾向である。決定係数は00こi3～0276の穐

関である。すなわち、式（19C）、⊥じ（20C）と式（21C）の3つの方程式

である。尿軌ま酬通仙こよると逆l仙波は、逆年齢の増人とともに減少の傾

lこりである。決定係数は00104の小さい伯である。すなわち、式（㍑C）の〟

程式である。

4）腎機能検査について尿素窒素、クレアチこンとカリウム封年齢の相関分析

によると、腎機能検杏ま、イF齢とともに減少の傾向がある。線形近似による

と年齢／血液は、イl齢の増人とともに増人の傾向である。決定係数は04659

と07358と08207の大きい値である。すなわち、式（23b）と式（24b）と式

（25b）の3っの方程式である。線形近似によると逆血液は、逆年齢の増人と

ともに減少の傾向である。決定係数は00158と00443と01575の小さい佃であ

る。すなわち、式（㍑C）と⊥じ（24C）と⊥い25C）の3っの方程式である｛）

5）糖尿病検査の血糖対年齢の相関分析によると、血糖は年齢とともに増人の

傾向がある。線形近似に上ると年齢／血液は、年齢の増大とともに増大の傾

向である。決定係数は09018と大きい値である。すなわち、式（26b）の力

持式である。線形近似によると逆血液は、逆イl齢の増大とともに増人の傾向

である0決定係数は01501である。すなわち、式（26C）の〟程式である。

6）並列素子回路のVlgOt Modelの回帰方程式（式8）に関して、（年齢／血

液検割値）と年齢の関係において、（年齢／血液検属値）に対して隼齢の増

人とともに減少する傾lEりは、肝機能検査（ALT（（iPT）とγ一（汀P）であり、

その他は増大する傾けりである（Tablel左側とFlgla～F曙5a）〔）

式8の剛帰係数βノの鱒四は、－0013～1132であり、平均値と標準偏差は

0140と0156である。回帰係数（0．1の以下）は、血液・般検査（赤血球数、

血色素品、へマトクリノトの3項射」）、肝機能検査（AST、ALTと7－（汀P

の3項R）、代謝系の検杏（結コレステロール、Ⅲ）Lコレステロールと中性

脂肪の3項目）、腎機能検査（尿素窒素）および糖尿病検査（JrlL糖）の汁11

項目である。一ん、【U闇係数（0．2の以l）は、血液一般検出（白血球数）

と腎機能検杏（クレアチこンとカリウム）の3域Hである。

l・、
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式8の決冠係数Rンの簡四は、00001～09202であり、坪均値は、05605であ

る（Table2）。決定係数（016以下）は、肝機能検査（AST、ALTとγ－GT

P）と代謝系検査（申性脂肪）の4Ⅰ酎1は、回帰係数（0．1の以卜）の小さ

い検査値である。決定係数（0．8以」）は、血液　一般検査（赤血球数、血色

射lt、ヘマトクリ　′卜と血小板数の4項目）、肝機能検査（総蛋川、腎機能

検膏（カリウム）および糖尿病検禿（血糖）の7Ⅰ剖lである。この7項目は

高い和関係数であることが確認された。

7）並列素子回路のVlgOt Modelの回帰方程式（式9）の逆数とt「齢の逆数

のl馴系において、Irll液検杏値の逆数に対して逆年齢の増人とともに減少の傾

向は、血液一般検査（赤血球数、血色素遣、へマトクリノトと血小板数の4

項臼）、肝機能検査（総蛋白）、代謝系の検査（尿酸）および腎機能検占（尿

素等素、クレアチニンとカリウム）の9項目であり、その他は増大する傾向

である（TablcIITlBrJとFlglb～Flg5b）。

星旦＿聖些帰係数α2年埠堕は、－5184～5274であり、平均値と標準偏差は
－0191と1655である。正回帰係数は、血液一般検査（赤lr【1球数、lrll色素Elt、

ヘマトクリ　ソトとIfll小坂数の4項口）、肝機能検査（総蛋白）、代謝系検盃

（尿酸）およひ腎機能検査（尿素窄素、クレアチ二ンとカリウムの3硯H）

の9項目である。すなわち、血液一般検査値と腎機能検飢値が多い。負回帰

係数は、llJl液一般検査（E／UiLl球数）、肝機能検査（AST、ALTとγ－GTPの

3咄11）、代謝系検査（総コレステロール、HDLコレステロールと中性脂肪

の3項臼）および　糖尿病の検査（血糖）を合わせると8項目である。すな

わち、肝機能検査帖と代謝系の検査値が多い（Flg．6）。

式旦＿甲決定係数RUの範囲は、00000～04078であり、平均値と標準偏差は

01664と01366である（Table2）。決定係数（01以下）は、血液一・般検査

（「＝rl上球数）、肝機能検査（総蛋日、AST、代謝系検査（HDLコレステロー

ルと尿駿）および腎機能検査（尿素窒素、クレアチ二ン）のの7項目である。

決定係数：用2以土）は、血液　般検査（赤血球数、血色素局とlfll小坂数の

3項R）、肝機能検否（ALT）および代謝系検査（総コレステロールと中性

脂肪）の6明日である。

－36－
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ReverseelastlCmOdultlS（α1）

Flg6　逆雌性係数「逆（年齢vs　血液）（α2）］VrH逆弾附糸数［仰齢対（年齢／血液））

（a川の「某1係l〕loLoL rc、′elSe elasLIClrlOdulus（tr2）vs revcISe ClastlCmOdulus

（al）computcdln the‘lmllysIS bv VlgOL M（）〔lFlt

8）逆弾性係数［（α，）と（α2）間］の情報処理に関する式8と式9の情報処理

にると、弾性係数［逆（咋齢vs血液）（α）1Vs逆弾附系数［（年齢対（年

齢／血液））（αL）］の剛系叫U届力持式は、式（27）のとおりである（Fl96）。

αヱ＝00295（α■）二十08093（α，）　01221（Rご＝09392）　　（27）

ここで、決定係数R2は、09392で人きい値である。l‖l帰方程式（式8と式

9）の逆弾件係数は、半々のIlと負の係数に分かれている。

弾性係数αの止係数検査場l＝ま、血液一般検査（l′l血球数）、肝機能検査

（AST、AIJTとγ－（irIlT）の㌻境目）、代謝系検慮（総コレステロール、HDL

コレステロールとIH佃指肌の3項R）および　糖尿病の検査（血糖）を合わ

せると8明日である。すなわち、αの止係数には、肝機能検査値と代謝系の

検査佃か多い。肘′t＿係数αの負係数の検査虻旧は、血液一一般検凸（功、血球数、

血色素這、へマトクリソトと血小板数の4項目）、肝機能検査（総熟ノ1）、代

謝系検査（尿酸）および腎機能検血（帰累年素、クレアチ二／とカリウムの

3項R）の9項口である。うなわち、αのn係数には、血液　般検血値と腎

37－
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1．0 0．8 0．6 0．4 0．2 �&ﾉ?���I�3s��

Reversev16COuSCOerhlClenCe（βl）

1111g7　逆粘性係数［逆（咋齢vs　血液）（β2）］対逆粘性係数［年f齢V∴年齢／血液）

（β1）］の関係　Plot of reverse vISCOuS COefrllClenCe（β2）　vs reverse vISCOuS

coeffllClenCe（β日comr）utedln the analysIS by VlgOt Modcl

機能の検企値が多いことが確認された（Tablel）。

逆粘性係数［（β1）と（β。）聞］の情報処理に関する式8と式9の情報処理に

よると、逆粘椚係数（βノ）対逆粘性係数（β】）の関係の回帰方程式は、式

（28）のとおりである（Flg7）。

β＿＝09152（β】）＋00061・（Rヱ＝09974）　　　　　　　　　　・（28）

ここで、決定係数R二は、09974で人きい値である。回帰方程式（式8と式

9）の逆粘性係数は、肝機能検査（ALT（GPT））を除くと止の係数である。

逆弾性係数（α）が逆粘性係数（β）の関係の回帰方程式は、式（29）のとおり

である（Flg8）。

β＝0009α〉　0052αト0043・…（RZ＝09316）・　　　　　　　　　‥（29）

式（29）は、逆弾性係数［（α1）と（α，）問］の決定係数（Rご二09392）と

遁粘性係数［（β．）と（β））問］の決定係数（Rワ＝09974）からチークから

も押解できる。

相関関係を分析すれば、決定係数は高信頼性の値（RJ＝09316）（09316）

－38－
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R2＝0＿9ユ18 〔つ ‾7‾5－3－1 ��‖ 13　5 

F鳩　逆枯肘系数（β側逆酬掘数（α）の関係Ⅰ）lot－）freverseelastlCmOdulu如）

VS reVerSe VISCOuS COeffllCICn〔e（β）comI）utedlnい一e allrllysIS by VlgOLM。del

であることか認められた。逆伸性係数（α）が逆粘性係数（β）より大きい値の

場合は、血液一般検査（MIL球数）、肝機能検査（AST、ALTと7－GTPの

3明日）、代謝系の検査（総コレステロール、Hlつ†．コレステロールと中性脂

肌の3項目）および糖尿病検査（血糖）の8項目である。すなわち、肝機能

検査値と代謝系検査値が多い。同時に、逆弾性係数αの止係数検査項Rと類

似している0‾一方、逆弾牲係数（α）が逆札机係数（β）より小さい値は、血液

一般検査（赤血球数、血色素遣、ヘマトクリソトと血小板数の4嶋R）、肝

機能検杏（総蛋＝）、代謝系検査（尿酸）および腎機能検奄（尿素窒素、ク

レアチ二ノとカリウムの3項R）の9項目である（Table2）。これは、血液

磯検査と腎機能検出値が多い。同時に、逆弾附系数αの負係数検査項目と

類似している。

9）弾性係数と粘性係数の相関性について、弾性係数kの矧軌は、－2801～

1337であり、平均値と標準偏差は1－015と831である。TF回帰係数は、血液

一般検査（赤1†11球数、血色素最、ヘマトクリソトと血小板数の4職R）、肝

機能検査（総蛋白）、代謝系検査（尿酸）および腎機能検査（尿素窒素、ク

レアチ二ンとカリウムの3明日）の9碩Uである。すなわち、血液一般検査

値と腎機能検査伯が多い。n回帰係数は、血液一般検査伯血球数）、肝機能

検査（AST、ALTと7－GTPの3項目）、代謝系検査（総コレステロール、fI

DI」コレステロ」ルと中性脂肪の3碩U）およひ　糖陳病の検査（血糖）を

合わせると8項「】である。すなわち、肝機能検血値と代謝系の検査値が多い

39－
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l．ll．

Flg9　検禿Jflnに封する理性係数（k）と粘性係数（h）の関係．）lotoIlnHr）eCtlOnltem

vs elastlC mOdulus（α）and vISCOuS COeffllCICnCC（β）computedln thc・1nalysIS by

VlgOL Model

ト11glO　札†凧糸放（h）射爆件係数（k）の関係　Plot or elastlC mOdulus（k）vs

vISCOuS。（）巳illlClenCe（h）computedln the analyt，lS by VIErOt Model

（Table2とFlgg）。次に、弾性係数と粘性係数の相関関係の回帰方程式は、

次式（30）のとおりである（FlglO）。

h＝0551kソ＋4057k＋3750・・・（R2＝054）　　　　　　　　　　　‥（30）

ここで、決定係数Rごは、054である。ここで、肝機能検企（ALT）におけ

る赤血球数における弾作係数と粘性係数は、それぞれ－2801と36364であ

るから放物線トに図示されている。

4〔）
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